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は
じ
め
に

　

諸
分
野
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
よ
る
研
究
が
多
々
行
わ
れ
て
き
た
な
か
で
、

日
本
の
思
想
、
特
に
近
世
の
神
道
や
国
学
の
分
野
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
は
、
非

常
に
遅
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
お
い
て
は
、
儒
教
的
な
男
尊
女
卑
思
想
が
拡
大
し
つ
つ

あ
る
中
で
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
し
て
は
、
実
は
多
様
な
考
え
方
が
存
在
し
て
い
た
。

富
士
講
や
如
来
教
な
ど
の
民
衆
宗
教
に
見
ら
れ
る
男
女
平
等
論
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

神
道
に
お
い
て
は
増
穂
残
口
や
、
民
衆
思
想
と
し
て
は
安
藤
昌
益
な
ど
、
平
等
性
の
主

張
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
ま
た
国
学
の
本
居
宣
長
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と

ら
わ
れ
な
が
ら
も
、
人
間
の
本
質
を
「
女
性
」
性
に
お
い
て
捉
え
る
よ
う
な
人
間
観
が

登
場
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
様
な
男
女
観
が
見
ら
れ
る
近
世
で
あ
る
が
、
思
想
史
分
野
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
現
代
に
お
い
て
も
性
別
役
割
分
業
意
識
の
根
強

く
残
る
日
本
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

て
き
た
の
か
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
現
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
解
決

の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

近
世
国
学
の
分
野
に
お
い
て
、
宣
長
を
師
と
し
た
平
田
篤
胤　１
（
一
七
七
六
〜
一
八
四

二
年
）
は
、
ど
の
よ
う
な
男
女
観
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
篤
胤
に
つ
い
て
は
、
近
年
新

た
な
研
究
段
階
に
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究

松
　
下

　
み
ど
り

ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
捉
え
る
近
世
思
想
│
│
平
田
篤
胤
の
場
合

は
非
常
に
少
な
い　２
。
篤
胤
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
側
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
は
、
篤
胤
の
思
想

的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

篤
胤
に
お
い
て
は
、
男
女
と
い
う
「
対
」
の
強
調
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
詳
述
す
る
が
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
い
う
ム
ス

ビ
ノ
カ
ミ
二
神
を
、
男
女
の
ペ
ア
と
し
て
捉
え
、「
国
に
も
山
に
も
男
女
あ
り
、
活
と

し
生
る
物
、
成
り
と
し
生
出
る
物
の
尽
ク
、
草
木
に
至
ル
ま
で
も
、
左
右
男
女
の
真
理

の
、
自
然
に
具
は
る
」（『
古
史
伝
』
三
、
全
集
第
一
巻
、
一
九
四
頁
）
と
、
万
物
に
は

「
男
女
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
男
女
神
に
つ
い
て
は
、

「
二
神
の
中
に
、
一
柱
も
崩

カ
ム
ア
ガ
リ
マ
御
し
な
ば
、
此
世
は
忽
に
滅
ぶ
べ
き
物
ぞ
」（『
古
史

徴
』
二
、
全
集
第
五
巻
、
二
八
六
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
、
男
女
両
性
が
あ
っ
て
世
の
中

が
成
立
す
る
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
伝

説
と
の
関
連
の
主
張
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
論
で
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
男
女
ペ
ア
を
重
視
す
る
論
は
、
篤
胤
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
篤
胤
の
「
男
女
一
対
」
の
論
が
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
い
ま
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
篤
胤
だ
け
を
見
て
い
て
も
、
そ
の
思
想
的
意
味
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
の
で
あ

り
、
思
想
史
の
中
で
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
篤

胤
の
男
女
ペ
ア
論
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
歴
史
の
中
で
ど

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
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よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
之
御
中
主
神
は
、（
中
略
）
女
男
の
御ミ

イ
ツ徳
を
兼
有
ち
、
為ナ

ス

こ
と
無
し
て
、
産
霊

の
根モ

ト原
を
司シ

リ

給
ひ
て
、
寂シ

ヅ
カ然
に
坐
ま
し
、
女
男
ノ
産
霊
ノ
大
神
は
、
其
ノ
神ミ

タ
マ霊
に

資ヨ
リ

て
生ア

レ
イ
デ出
坐
し
て
、
産
霊
の
徳ハ

タ
ラ
キ用
を
持
分
け
宰シ

リ

給
ひ
て
、
天
地
も
何
も
、
此
ノ
二

柱
ノ
大
神
の
、
産ウ

ム
シ
ナ成
し
給
へ
る
事
と
ぞ
思
は
る
ゝ
。

（『
古
史
伝
』
一
、
全
集
第
一
巻
、
一
二
三
頁
〜
一
二
四
頁
）

　

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
、「
女
男
」
の
両
働
き
を
そ
の
内
に
持
ち
、「
産
霊
」
の
「
根

源
」
を
司
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
「
神
霊
」
に
よ
っ
て
、
女
男

の
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
が
生
ま
れ
た
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
二
柱
の
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
は
、

「
産
霊
」
の
働
き
を
「
持
分
け
」
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
篤
胤
が
「
産
霊
の
徳
用
を
持
分
け
宰
給
ひ

て
」
と
言
う
と
き
の
、「
持
分
け
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
篤
胤
は
次
の
よ
う

に
言
う
。

篤
胤
猶
考
ふ
る
に
、
高
皇
産
霊
神
は
、
男
神
に
坐
々
て
、
産
霊
の
外
ツ
事
を
掌シ

リ

坐

し
、
神
皇
産
霊
神
は
、
女
神
に
坐
々
て
、
産
霊
の
内
ツ
事
を
な
む
掌
給
ふ
な
る
。

（『
古
史
伝
』
一
、
全
集
第
一
巻
、
一
○
四
頁
）

高
皇
産
霊
命
は
、
表
に
立
坐
て
、
外
ツ
事
を
掌シ

リ

た
ま
ひ
、
神
皇
産
霊
命
は
裡シ

リ
ヘ

に

立
坐
て
、
内
ツ
事
を
掌
た
ま
ふ
。（『
古
史
伝
』
一
、
全
集
第
一
巻
、
一
○
五
頁
）

　

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
が
、「
産
霊
」
の
「
外
ツ
事
」
を
掌
り
、
カ
ミ
ム
ス
ビ
が
「
内
ツ
事
」

を
掌
る
の
だ
と
篤
胤
は
言
う　８
。「
産
霊
」
の
「
外
ツ
事
」「
内
ツ
事
」
と
は
何
を
指
す
の

か
と
言
え
ば
、「
外
ツ
事
」
の
例
と
し
て
は
、「
天
照
大
御
神
の
、
天
ノ
石
窟
に
幽サ

シ
コ
モ
リ居
坐

る
時
」、「
皇ス

メ
ミ
マ
ノ

美
麻
命
の
天ア

モ
リ降
坐
む
と
す
る
時
」、「
そ
の
御
天
降
の
時
」
な
ど
に
、
タ
カ

ミ
ム
ス
ビ
が
「
事コ

ト
ト執
」
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、「
内
ツ
事
」
と
し
て
は
、「
大
名
持
神
の
、

焼
石
に
焼
著
れ
て
、
死
給
へ
る
時
に
、
蚶キ

サ
ガ
ヒ貝
比
売
と
、
蛤
貝
比
売
と
を
降
し
て
、
活イ

カ

さ

し
め
給
へ
る
」
こ
と
、「
少
毘
古
那
神
の
海
よ
り
依
来
坐
る
時
に
、
大
名
持
神
と
兄
弟

　

本
論
は
、
そ
の
よ
う
な
思
想
史
的
立
場
に
立
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
平
田

篤
胤
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
は
近
世
思
想
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
史
的
把

握
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

１
．
篤
胤
に
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
１
）
男
女
の
和
合
原
理
と
性
別
役
割
分
業

　

篤
胤
の
神
話
解
釈
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
側
面
か
ら
見
て
み
れ
ば
、
篤
胤
に
お
い
て
先

ず
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
を
男
女
二
神
と
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る　３
。

篤
胤
が
師
と
す
る
本
居
宣
長
（
一
七
三
○
〜
一
八
○
一
）
が
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
に
つ
い

て
、『
古
事
記
』
の
中
で
二
神
が
同
時
に
現
れ
る
こ
と
は
な
く
単
独
で
現
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
二
柱
に
し
て
一
柱
の
如
く
、
一
柱
か
と
思
へ
ば
二
柱
」、「
同
神
の
如　４
」
と
述

べ
て
、
二
神
の
違
い
を
捉
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
篤
胤
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ

ミ
を
男
神
「
カ
ム
ロ
ギ
」
と
し
、
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
を
女
神
「
カ
ム
ロ
ミ
」
と
す
る
。

　

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ
ミ
ム
ス
ビ
に
、『
祝
詞
』
に
出
る
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
を
当

て
る
説
は
、
平
安
時
代
初
期
の
『
古
語
拾
遺　５
』
に
見
ら
れ
る
。
宣
長
は
、「
古
語
拾
遺

に
、
神
呂
美
を
神
産
巣
日
神
に
あ
て
た
る
も
、
心
得
ぬ
こ
と
な
り
か
し　６
」
と
述
べ
て
い

た
が
、
宣
長
が
否
定
し
た
こ
の
説
を
、
篤
胤
は
採
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
「
此
二
柱
の
男
女
大
神
の
、
産
霊
の
御
徳メ

グ
ミ

の
間ナ

カ

よ
り
、
諸
の
物
類
も
事
業

も
生
成
り
、
神
た
ち
も
生
坐
る
」（『
古
史
伝
』
一
、
全
集
第
一
巻
、
一
○
四
頁
）
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
男
女
の
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
の
「
産
霊
」
の
働
き
の
「
間
よ
り
」
万
物

や
神
々
が
成
っ
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
男
女
と
い
う
「
対
」
を
あ
ま
り
重
視
し
な

か
っ
た
宣
長　７
に
対
し
、
男
女
の
ペ
ア
を
重
要
視
す
る
篤
胤
は
、
天
地
開
闢
や
神
々
の
誕

生
に
お
け
る
「
産む

す
び霊
」
の
働
き
の
原
動
力
と
し
て
、「
男
女
和
合
」
の
力
を
捉
え
て
い

る
。
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
背
景
に
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
い
う
男
女

ペ
ア
の
「
産
霊
」
の
力
が
捉
え
ら
れ
、
篤
胤
は
、「
男
女
和
合
」
の
原
理
を
、
ム
ス
ビ

ノ
カ
ミ
の
段
階
に
ま
で
引
き
上
げ
た
と
言
え
る
。

　

そ
し
て
篤
胤
に
よ
れ
ば
、
こ
の
男
女
二
柱
の
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
の
働
き
を
司
っ
て
い
る

の
が
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
ノ
カ
ミ
で
あ
る
。
篤
胤
は
、『
古
史
伝
』
に
お
い
て
次
の
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れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
二
神
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
男
女
に
よ
る
共
同
作
業
で
は
な
い
。
そ
こ
に
男
女
の
和
合
原
理
が
働
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

篤
胤
は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
つ
い
て
、「
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
神
の
中
に
、

一
柱
も
崩
御
し
な
ば
、
此
世
は
忽
に
滅
ぶ
べ
き
物
ぞ
」（『
古
史
徴
』
二
、
全
集
第
五
巻
、

二
八
六
頁
）、「
此
ノ
世
を
始
め
坐
る
二
柱
ノ
神
の
、
一
柱
も
実
に
崩
御
さ
む
に
は
、
此

ノ
世
は
か
く
て
有
ま
じ
」（『
古
史
徴
』
一
、
全
集
第
五
巻
、
二
九
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
、

男
女
二
神
の
う
ち
の
片
方
が
欠
け
た
ら
こ
の
世
は
成
立
し
な
い
と
、
男
女
両
性
の
必
要

性
を
説
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
男
女
ペ
ア
論
の
内
容
は
、「
男
女
和
合
」
に
よ
る
「
生
成
」
の
論
か

ら
、
性
別
役
割
分
業
の
論
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
女
両
性
の
必
要
性

は
、
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
の
上
に
語
ら
れ
る
社
会
や
家
族
の
あ
り
方
の
論
と
な
っ
て

い
く
。

　

篤
胤
は
、
神
話
の
な
か
に
、
男
女
の
性
別
役
割
分
業
を
読
み
込
ん
だ
。
そ
れ
は
、
現

実
の
世
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
、
神
話
の
中
に
投
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

「
ま
た
是
よ
り
及
て
、
凡
人
の
上
を
思
ふ
に
、
夫
は
外
事
を
掌
り
、
婦
は
内
事
を
い
そ

し
み
て
、
児
を
育
す
を
始
め
、
家
内
の
事
ど
も
専
と
行
ひ
て
、
戸ト

ジ主
と
さ
へ
称
ふ
こ
と

は
、
此
謂イ

ハ
レ

に
因
ル
」（『
古
史
伝
』
一
、
全
集
第
一
巻
、
一
○
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
世
の
中
の
、
夫
が
外
事
・
妻
が
内
事
と
い
う
分
担
は
、
こ
の
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ

に
由
来
す
る
の
だ
と
篤
胤
は
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
実
社
会
に
お
け
る
性
別
役

割
分
業
を
、
神
話
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

（
２
）「
男
女
の
理
」

　

以
上
の
よ
う
に
、
篤
胤
は
、
男
女
と
い
う
対
を
重
視
す
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
和

合
」
に
よ
る
「
生
成
」
論
か
ら
、
性
別
役
割
分
業
論
に
転
換
さ
れ
て
い
く
。
で
は
、
男

性
と
女
性
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
神
話
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
「
一
書
」
で

は
、
二
神
が
柱
を
巡
っ
た
と
き
、
女
神
が
左
よ
り
巡
り
男
神
が
右
よ
り
巡
っ
た
こ
と
が

失
敗
の
一
因
と
さ
れ
、
改
め
て
男
神
が
左
よ
り
女
神
が
右
よ
り
巡
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
な
り
て
、
国
造
リ
固
め
よ
と
詔ノ

リ
ゴ
チ命
給
へ
る
」
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
は
カ
ミ
ム

ス
ビ
が
お
こ
な
っ
た
と
し
て
い
る
（『
古
史
伝
』
一
、
一
○
四
頁
）。

　

篤
胤
は
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
が
働
く
事
柄
を
「
外
ツ
事
」
と
「
内
ツ
事
」
に
分
け
、

「
外
ツ
事
」
を
「
表
に
立
」
つ
男
神
の
役
割
と
し
、「
内
ツ
事
」
を
「
裡シ

リ
ヘ

」
の
女
神
の

役
割
と
し
て
い
る
の
で
あ
る　９
。
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
を
男
女
の
二
神
と
し
て
、「
産
霊
」
の

働
き
を
性
別
で
分
け
る
篤
胤
の
説
は
、
ま
さ
に
男
女
に
よ
る
性
別
役
割
分
業
で
あ
る
。

　

カ
ミ
ム
ス
ビ
の
「
内
ツ
事
」
に
関
連
し
て
は
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
カ
ミ
ム
ス
ビ

が
「
神
産
巣
日
御ミ

オ
ヤ
ノ祖

命
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
篤
胤
は
、「
記
中
凡
て

御
祖
と
は
、
母
を
云
る
例
な
り
」（『
古
史
伝
』
十
七
、
全
集
第
二
巻
、
三
二
九
頁
）
と
、

「
御ミ

オ
ヤ祖
」
の
語
が
多
く
「
母
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宣
長
の

『
古
事
記
伝
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る10

　
。
篤
胤
は
、「
御
祖
と
し
も
申
す
は
、
此
神
は
女

神
に
て
、
諸
の
神
等
の
本
つ
御ミ

オ
ヤ母

の
神
に
坐
せ
ば
な
り
」（『
古
史
伝
』
一
、
全
集
第
一

巻
、
一
○
二
頁
）、「
御
祖
命
と
は
、
多
く
母
を
云
例
な
れ
ば
、
女
神
に
て
内
ツ
事
を
掌

賜
ふ
こ
と
疑
な
し
」（『
古
史
伝
』
一
、
一
○
四
頁
）
と
述
べ
て
、「
母
」
と
「
内
ツ
事
」

を
結
び
つ
け
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
篤
胤
は
、「
抑
父
の
於オ

ヤ夜
な
る
は
、
本
よ

り
の
事
な
る
に
、
母
を
し
も
殊
に
云
る
所
以
は
、
子
は
母
の
許モ

ト

に
生オ

ヒ
タ
チ長

し
な
れ
ば
、
父

よ
り
も
親ム

ツ
マ睦
し
く
、
同
家
に
在
る
故
に
、
朝
暮
の
事
に
ふ
れ
て
も
、
御ミ

オ
ヤ祖
と
は
、
先
ツ

母
を
云
し
な
り
」（『
古
史
伝
』
十
七
、
全
集
第
二
巻
、
三
二
九
頁
）
と
宣
長
を
引
用
し
、

さ
ら
に
「
養
育
し
給
ふ
事
な
ど
は
、
此
神
の
御
業
な
り
」（『
古
史
伝
』
一
、
一
○
五

頁
）
な
ど
と
述
べ
て
、「
養
育
」
す
る
こ
と
を
女
性
の
役
割
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

篤
胤
は
、
そ
の
よ
う
な
男
女
の
分
業
体
制
の
例
と
し
て
、「
貞
観
儀
式
立
皇
后
儀
の

宣
詞
」
を
出
し
て
、
皇
后
も
「
閫ミ

ウ
チ中
の
政
を
成
給
ふ
こ
と
、
古
よ
り
行
ひ
来
れ
る
」

（『
古
史
伝
』
一
、
一
○
五
頁
）
と
、
天
皇
と
皇
后
が
、「
表
」
と
「
裡
」
の
立
場
で
政

治
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
外
事
」
と
「
内
事
」
に
よ
っ
て
社
会
や
政
治
が
成
り
立
っ
て
き
た
と
は
言
っ
て
も
、

し
か
し
、
篤
胤
の
言
う
「
外
事
」「
内
事
」
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
男
女
の
協
力
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
天
地
創
造
や
神
々
の
誕
生
の
場
面
で
、「
生
み

出
す
」
働
き
に
お
い
て
は
「
男
女
和
合
」
の
原
理
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、

し
か
し
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
と
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
働
き
が
「
外
事
」
と
「
内
事
」
に
分
け
ら
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２
．「
男
女
の
理
」
の
背
景

（
１
）
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連

　

宣
長
が
「
産
霊
」
の
原
動
力
と
し
て
「
男
女
」
の
論
を
取
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

篤
胤
に
お
い
て
は
、「
男
女
」
の
対
の
強
調
が
な
ぜ
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

篤
胤
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
主
宰
神
や
来
世
観
を
中
心
に
し

て
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た11

　

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
男
女
神
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
確
認
し
た
い
。

　

篤
胤
の
『
本
教
外
篇
』
の
上
巻
は
、
ア
レ
ニ
の
『
三
山
論
学
記
』
を
基
に
し
た
も
の

で
あ
り
、
下
巻
は
、
パ
ン
ト
ー
ハ
の
『
七
克
』
を
ほ
ぼ
収
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る12

　

。
篤
胤
は
、『
本
教
外
篇
』
の
中
で
、「
産
霊
大
神
」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

産
霊
大
神
（
天
地
万
物
に
一
大
霊
明
の
大
父
母
あ
り
て
天
上
に
坐
て
万
有
を
主
宰

し
給
ふ
御
名
を
産
霊
大
神
と
申
す
）
は
。
天
理
万
有
の
真
主
な
り
。
天
を
生
じ
。

地
を
生
じ
。
人
を
生
じ
。
神
を
生
じ
。
物
を
生
じ
て
其
を
主
宰
し
。
其
を
安
養
し
。

我
人
の
本
生
の
大
父
母
に
て
。
心
身
性
命
す
べ
て
の
此
の
大
神
の
賦
賜
物
な
り
。

（
全
集
第
七
巻
、
六
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
が
「
我
人
の
本
生
の
大
父
母
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る13

　

。
こ
れ
は
、
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
篤
胤
が
、『
三
山

論
学
記
』
の
「
天
主
」
の
語
に
、「
産
霊
大
神
」
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト

教
の
神
は
、
一
般
的
に
は
「
父
な
る
神
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
書

に
は
「
父
母
神
」
の
観
念
が
見
ら
れ
、
こ
れ
を
篤
胤
が
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る14

　

。

　

こ
の
よ
う
に
、『
古
史
成
文
』
及
び
『
古
史
伝
』
に
見
ら
れ
る
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
を

男
女
神
と
す
る
説
の
原
型
は
、
す
で
に
、
一
八
○
六
年
の
『
本
教
外
篇
』
に
お
い
て
あ

ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
を
男
女
神
カ
ム
ロ

篤
胤
は
、『
古
事
記
』
に
は
な
い
、
こ
の
「
一
書
」
の
記
述
を
「
正
」
し
い
と
し
て
、

「
男
神
は
左
よ
り
、
女
神
は
右
よ
り
廻
給
ふ
べ
き
理
」
で
あ
る
の
に
、「
男
神
は
右
に

坐
し
、
女
神
は
左
に
坐
て
廻
」
っ
た
と
し
て
、「
是
行
キ
違
ヒ
な
り
」
と
述
べ
て
い
る

（『
古
史
伝
』
二
、
全
集
第
一
巻
、
一
七
六
頁
）。
そ
し
て
、「
左
は
男
の
位
に
て
奥
な

り
、
上
な
り
本
な
り
、
右
は
女
の
位
に
て
、
辺
な
り
下
な
り
末
な
り
」（『
古
史
伝
』
二
、

一
七
五
頁
）
と
述
べ
、
男
が
左
・
奥
・
上
・
本
、
女
は
右
・
辺
・
下
・
末
で
あ
る
と
、

男
女
に
つ
い
て
価
値
の
優
劣
を
、
こ
こ
で
も
神
話
を
根
拠
と
し
て
、
篤
胤
は
は
っ
き
り

と
語
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
男
神
の
「
次
」
に
女
神
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
、「
天
地

初ハ
ジ
メ発
の
時
よ
り
、
男
は
本
に
て
尊
く
、
女
は
末
に
て
卑
き
義コ

ト
ワ
リ理
の
起ハ

ジ
メ原
な
り
け
る
」

（『
古
史
伝
』
二
、
全
集
第
一
巻
、
一
七
六
頁
）
と
述
べ
、
ま
た
、
女
神
が
先
に
言
葉

を
発
し
た
こ
と
が
「
不
良
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
男
は
元
よ
り
尊
く
、
女
は

元
よ
り
卑
き
道
理
」（
同
、
一
八
○
頁
）
な
ど
と
述
べ
る
篤
胤
は
、
男
尊
女
卑
観
に
全

く
疑
い
を
持
っ
て
い
な
い
。

　

篤
胤
は
、「
天
地
人
物
は
更
な
り
、
国
に
も
山
に
も
男
女
あ
り
、
活
と
し
生
る
物
、

成
り
と
し
生
出
る
物
の
尽
ク
、
草
木
に
至
ル
ま
で
も
、
左
右
男
女
の
真
理
の
、
自
然
に

具
は
る
事
は
、
最
々
奇
し
く
、
妙
な
る
事
の
至
極
に
ぞ
有
け
る
」（『
古
史
伝
』
三
、
全

集
第
一
巻
、
一
九
四
頁
）」、
ま
た
「
其
は
天
地
に
、
男
女
の
理
の
具
は
れ
る
事
は
、
誰

も
観
る
ま
ゝ
に
知
ら
れ
、
人
ま
た
活
と
し
生
る
物
に
、
男
女
の
形
具
は
れ
る
は
更
に
も

云
ず
」（
同
、
一
九
四
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
、「
成
り
と
し
生
出
る
物
」
に
「
左
右
男
女

の
真
理
」「
男
女
の
理
」
が
あ
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
篤
胤
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
世
の
中
に
あ
る
も
の
に
は

「
男
女
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。「
左
右
男
女
」
と
あ
る
よ
う
に
、

同
時
に
「
左
右
」
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
篤
胤
に
お
い
て
「
左
右
」

と
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
上
下
優
劣
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
篤
胤
が
言

う
と
こ
ろ
の
「
男
女
の
理
」
と
は
、
世
の
中
が
男
女
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
性
別
に
「
尊
卑
」
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
表
明
し
て
い
る

も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



ジェンダーで捉える近世思想──平田篤胤の場合（松下）

（　　）5

　

ま
た
、『
本
教
外
篇
』
に
は
、「
婦
女
は
量
狭
し
。
故
に
怒
り
易
く
解
し
難
し
」（
全
集

第
七
巻
、
六
一
頁
）、「
女
の
性
怒
り
易
く
妬
し
易
く
疑
ひ
多
く
慾
多
し
」（
七
七
頁
）
な

ど
と
、
女
性
蔑
視
文
言
も
散
見
さ
れ
る
。

（
２
）
陰
陽
思
想
と
の
関
連

　

篤
胤
は
、
宣
長
が
「
陰
陽
」
説
を
否
定
し
た
こ
と
に
対
し
て
、『
赤
県
太
古
伝
』
に

お
い
て
、「
此
は
か
の
皇
産
霊
神
の
、
男
女
二
柱
に
坐
す
こ
と
を
心
著
れ
ず
、
天
日
大

地
の
、
玄
牡
玄
牝
な
り
し
事
を
も
、
考
へ
洩
ら
さ
れ
し
故
に
、
彼
ノ
漢
人
ら
、
及
び
此

方
の
漢
学
者
ら
の
、
余
り
に
陰
陽
の
議
に
、
言
痛
き
を
揉
め
む
と
為
て
、
右
の
如
く
は

云
れ
し
な
り
」（
全
集
第
八
巻
、
三
八
六
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
が
男

女
二
神
で
あ
り
、「
天
日
大
地
」
を
生
み
出
す
「
玄
牡
玄
牝
」
で
あ
る
こ
と
が
見
落
と

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。　

そ
し
て
『
太
暤
古
易
伝
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。天

地
の
本
体
は
。
男
陽
女
陰
な
る
が
故
に
。
そ
の
気
勢
か
の
自
然
に
。
宇
宙
の
間

に
弥
綸
し
て
。
奇
霊
な
る
か
な
。
其
の
間
に
生
成
す
る
万
物
の
活
と
し
活
け
る
物

は
更
に
も
云
は
ず
。
国
ま
た
山
に
も
男
女
あ
り
。
草
木
ま
で
も
牝
牡
あ
る
を
。

（
全
集
第
十
四
巻
、
六
一
〜
六
二
頁
）

　

篤
胤
は
、「
天
地
の
本
体
」
は
「
男
陽
女
陰
」
で
あ
る
と
し
て
、
万
物
に
「
男
女
」

「
牝
牡
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
先
に
も
引
用
し
た
が
、『
古
史
伝
』
に
お
い
て
、

篤
胤
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

天
地
人
物
は
更
な
り
、
国
に
も
山
に
も
男
女
あ
り
、
活
と
し
生
る
物
、
成
り
と
し

生
出
る
物
の
尽
ク
、
草
木
に
至
ル
ま
で
も
、
左
右
男
女
の
真
理
の
、
自
然
に
具
は

る
事
は
、
最
々
奇
し
く
、
妙
な
る
事
の
至
極
に
ぞ
有
け
る
。（『
古
史
伝
』
三
、
全

集
第
一
巻
、
一
九
四
頁
）

　

こ
こ
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
「
男
女
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
と
す
る
説
は
『
古
語
拾
遺
』
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
篤
胤
が
こ
の
説
を
採

用
し
た
背
景
に
は
、
中
国
キ
リ
ス
ト
教
に
見
ら
れ
る
「
父
母
神
」
の
考
え
方
が
影
響
し

て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
本
教
外
篇
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
地
万
物
に
大
元
高
祖
神
あ
り
。
御
名
を
天
之
御
中
主
神
と
申
す
。
始
な
く
ま
た

終
も
な
く
。
天
上
に
坐
ま
し
。
天
地
万
物
を
生
ず
べ
き
徳
を
蘊
し
。
為
事
な
く
寂

然
と
し
て
（
謂
ゆ
る
元
始
の
時
よ
り
高
天
原
に
大
御
坐
す
）。
万
有
を
主
宰
し
玉

ふ
。
次
に
高
皇
産
霊
神
。
神
皇
産
霊
神
あ
り
。
天
之
御
中
主
神
の
神
徳
を
持
別
け

て
。
天
地
万
物
を
生
し
。
天
地
万
有
を
主
宰
し
玉
ふ
。（
全
集
第
七
巻
、
六
頁
）

　

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
、
主
宰
神
と
し
て
「
大
元
高
祖
神
」
と
表
現
さ
れ
、
さ
ら
に

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ
ミ
ム
ス
ビ
に
関
し
て
は
、「
天
之
御
中
主
神
の
神
徳
を
持
別
け
て
」

い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
説
は
、『
古
史
伝
』
に
お
け
る
「
産
霊
の
徳
用
を
持
分
け
宰シ

リ

給

ひ
て
」（『
古
史
伝
』
一
、
一
二
三
頁
）
と
い
う
表
現
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ

る
。

　

さ
ら
に
『
本
教
外
篇
』
に
は
、「
上
帝
初
め
天
地
を
造
り
、
特
に
一
男
一
女
を
生
す
」

（
下
巻
、
全
集
第
七
巻
、
五
八
頁
、
原
漢
文
）、「
一
男
一
女
を
造
り
て
、
人
類
の
宗
祖

と
為
す
」（
七
七
頁
）
と
あ
り
、「
一
夫
一
婦
是
れ
人
道
為
り
」（
七
六
頁
）
な
ど
と
、「
一

夫
一
婦
」
の
観
念
が
見
え
る
。

　
『
霊
能
真
柱
』
で
は
、
篤
胤
は
、「
遥
西
の
極
な
る
国
々
の
古
伝
に
、
世
の
初
発
、
天

神
既
に
天
地
を
造
了
り
て
後
に
、
土
塊
を
二
つ
丸
め
て
、
こ
れ
を
男
女
の
神
と
化
し
、

そ
の
男
神
の
名
を
安
太
牟
と
い
ひ
、
女
神
の
名
を
延
波
と
い
へ
る
が
、
此
二
人
の
神
し

て
、
国
土
を
生
り
と
い
ふ
説
の
存
る
は
、
全
く
、
皇
国
の
古
伝
の
訛

ヨ
コ
ナ
マ

り
と
聞
え
た

り15

　

」
と
、
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
に
注
目
し
て
お
り
、
こ
れ
を
日
本
の
「
古
伝
」
の
「
訛
」
で

あ
る
と
す
る
篤
胤
独
特
の
説
は
措
く
と
し
て
も
、
篤
胤
は
、
こ
こ
に
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ

ナ
ミ
と
の
類
似
性
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
篤
胤
の
男
女
ペ
ア
の
論
が
、
キ
リ
ス

ト
教
書
に
見
ら
れ
る
文
言
や
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
伝
説
な
ど
に
よ
っ
て
、
触
発
さ
れ
、
あ

る
い
は
補
強
さ
れ
た
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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伝
」
に
表
わ
れ
た
「
男
女
」
観
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
根
拠
と
す
る
現
実
社
会
の
男
女
の

あ
り
方
が
、
そ
の
ま
ま
規
範
と
し
て
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
篤
胤
は
、
儒
教
の

男
女
観
を
日
本
の
「
古
伝
」
の
「
訛
」
と
す
る
こ
と
で
、
男
尊
女
卑
説
を
さ
ら
に
補
強

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
篤
胤
に
お
け
る
「
大
和
心
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
１
）「
大
丈
夫
魂
」
と
し
て
の
「
大
和
心
」

　

次
に
、
篤
胤
に
お
け
る
「
大
和
心
」
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
見
て
み

よ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
篤
胤
は
『
霊
能
真
柱
』
に
お
い
て
、
幽
冥
観
を

明
ら
か
に
す
る
の
は
、「
大
倭
心
」
を
固
め
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

　
「
大
和
魂
」「
大
和
心
」
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
平
安
文
学
に
あ
り
、
そ
の
本
来
の
意

味
は
、
近
代
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
意
味
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
意
味
が
歪
曲
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
転
機
が
近
世
後
期
に
あ
る
こ
と
は
、
従

来
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ
る16

　

。

　

篤
胤
の
言
う
「
大
和
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。『
古
道
大
意
』
に

は
、「
御
国
人
ハ
自
カ
ラ
ニ
、
武
ク
正
シ
ク
直
ニ
生
レ
ツ
ク
、
是
ヲ
大
和
心
ト
モ
、
御
国

魂
ト
モ
云
デ
ゴ
ザ
ル
」（
下
巻
、
全
集
第
八
巻
、
六
九
頁
）
と
あ
る
。「
大
和
心
」
と
は

「
武
ク
正
シ
ク
直
」
く
、「
清
ク
善ウ

ル
ハ

シ
イ
」（
同
、
六
九
頁
）
心
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ

は
お
の
ず
か
ら
生
ま
れ
な
が
ら
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
、
篤
胤
は
言
う
。

　

さ
ら
に
『
鬼
神
新
論
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

直
く
正
く
、
雄
々
し
き
大マ

ス
ラ
ヲ
ダ
マ
シ
ヒ

丈
夫
魂
を
、
固
め
た
ら
む
に
は
、
狐
狸
な
ど
凡
て
賤
し

き
妖マ

ガ
モ
ノ物
に
は
、
悩
さ
れ
じ
と
ぞ
思
ふ
。（
全
集
第
九
巻
、
五
四
頁
）

　

篤
胤
に
お
い
て
、「
大
和
心
」
と
は
「
大
丈
夫
魂
」
で
あ
っ
た
。「
大
和
心
」
は

「
雄
々
し
き
」「
男
性
」
性
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、『
霊
能
真
柱
』
に
、

世
人
の
心
本モ
ト

は
、
武
く
勇
め
り
し
を
、
外ト

ツ
ク
ニ
ゴ
ト

国
説
の
入
交
り
て
、
人
心
わ
ろ
く
賢サ

カ

し

れ
は
、
ま
さ
に
「
陰
陽
」
を
「
男
女
」
で
言
い
換
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。『
太
暤

古
易
伝
』
に
お
い
て
は
、「
陰
陽
は
男
女
の
替
字
な
り
」、「
陰
陽
を
男
女
と
も
云
へ
り
」

（
巻
之
二
、
全
集
第
十
四
巻
、
六
○
〜
六
一
頁
）
な
ど
と
、
篤
胤
は
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、「
皇
産
霊
神
二
柱
は
謂
ゆ
る
陰
陽
の
元
神
に
て
、
其
の
神
徳
に
頼
り
て
、

天
陽
地
陰
の
道
生
れ
り
」（『
太
暤
古
易
伝
』
巻
之
二
、
全
集
第
十
四
巻
、
七
七
頁
）
と
、

篤
胤
は
言
う
。
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
二
柱
は
、「
陰
陽
の
元
神
」
で
あ
り
、
こ
の
二
神
に

よ
っ
て
「
天
陽
地
陰
の
道
」
が
生
ま
れ
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
『
太
暤
古
易
伝
』
巻
之
三
で
は
、「
男
子
は
左
り
尊
位
に
居
て
左
行
し
。
女

子
は
右
り
卑
位
に
居
て
右
行
す
る
道
理
の
本
」
は
、
日
本
の
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の

神
話
に
あ
る
と
し
て
、「
男
は
左
位
に
居
て
左
行
し
。
女
は
右
位
に
居
て
右
行
す
る
を

道
と
し
。
此
の
道
に
乖
ふ
時
は
。
凶
あ
る
事
の
始
な
り
け
る
」
と
、
男
女
左
右
の
尊
卑

観
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
「
古
伝
よ
り
起
れ
る
事
」
と
述
べ
て
い
る
（
一
三
三
頁
）。

　

す
な
わ
ち
、
篤
胤
は
「
陰
陽
」
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
道
理
は
、
日
本

の
「
古
伝
」
か
ら
起
っ
た
の
だ
と
、
こ
こ
で
も
影
響
関
係
を
逆
に
捉
え
る
極
端
な
日
本

中
心
論
を
展
開
す
る
。
し
か
し
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
を
「
陰
陽
の
元
神
」
と
し
て
、「
陰

陽
」
を
「
男
女
」
と
置
き
換
え
る
篤
胤
は
、
本
人
の
認
識
は
別
と
し
て
、
そ
の
「
男

女
」
論
の
発
想
は
、
中
国
の
「
陰
陽
」
思
想
の
範
疇
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

一
般
的
に
「
陰
陽
」
に
は
「
優
劣
」
観
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
が
、
た
だ
し
「
陰
陽

の
理
」
は
、
理
論
的
に
は
平
等
論
へ
の
可
能
性
も
、
そ
れ
自
身
は
含
ん
で
い
た
は
ず
で

あ
る
。
日
本
の
神
道
の
流
れ
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
俗
神
道
家
と
言
わ
れ
る
増
穂
残

口
（
一
六
五
五
〜
一
七
四
二
年
）
は
、
儒
教
の
男
尊
女
卑
を
批
判
し
、「
陰
陽
平
等
」

を
主
張
し
て
男
女
平
等
を
説
い
て
い
る
。「
陰
陽
の
理
」
に
基
づ
い
た
男
女
平
等
論
も
、

同
時
代
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
篤
胤
の
言
う
「
男
女
」
に
は
明
ら
か
に
「
尊
卑
」
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
尊
卑
」
の
あ
る
こ
と
自
体
が
「
男
女
の
理
」
と
し
て
規
範
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
本

来
的
に
は
平
等
論
の
可
能
性
も
内
包
さ
れ
て
い
た
「
陰
陽
」
の
根
本
的
「
理
」
が
捨
て

ら
れ
た
と
き
、
国
学
は
、
不
平
等
を
乗
り
越
え
る
理
論
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
陰
陽
」
と
い
う
「
理
」
が
失
わ
れ
た
と
き
、
篤
胤
が
言
う
と
こ
ろ
の
日
本
の
「
古
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七
巻
、
三
六
五
〜
三
六
六
頁
）。

　

こ
の
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
と
同
神
で
あ
る
と
篤
胤
が
主
張
す
る
オ
オ
ミ
ヤ
ノ
メ
は
、
記
紀

神
話
に
は
見
ら
れ
ず
、『
古
語
拾
遺
』
に
お
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
に
仕
え
る
神
と
し
て
登

場
し
て
い
る
。
篤
胤
は
、
そ
の
『
古
語
拾
遺
』
を
引
用
し
て
、「
そ
の
宮
仕
し
給
ひ
し

御
有
様
を
。
古
語
拾
遺
に
。
今
世
の
内
侍
た
ち
の
。
善
言
美
詞
を
も
っ
て
。
君
臣
の
間

を
和や

は

し
宸

お
ん
も
の
お
も
ひ
襟
を
悦な

ぐ
さ懌
め
奉
る
が
如
し
と
あ
り
」（『
宮
比
神
御
伝
記
』、
全
集
第
七
巻
、

三
六
九
頁
）
と
、「
君
臣
の
間
を
和
」
す
る
働
き
を
持
つ
オ
オ
ミ
ヤ
ノ
メ
に
注
目
す
る

の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
篤
胤
は
、
こ
の
神
の
別
名
が
「
宮
比
神
」
で
あ
る
と
す
る
。「
み
や

び
」
の
語
に
つ
い
て
は
、「
宮
人
ぶ
り
と
云
ふ
語
を
。
つ
ゞ
め
て
み
や
び
と
云
へ
る
な

り
」（『
宮
比
神
御
伝
記
』、
三
七
一
頁
）
と
し
て
、「
其
み
や
び
の
趣
は
。
男
女
に
よ
ら

ず
。
常
の
も
の
言
ざ
ま
は
云
に
及
ば
ず
。
立
ふ
る
舞
に
自
か
ら
に
威
儀
あ
り
て
。
優
美

に
う
る
は
し
く
。（
中
略
）
見
る
人
ご
と
に
愛
敬
ひ
し
た
ひ
懐
き
」（
同
、
三
七
一
頁
）

と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
「
み
や
び
」
の
基
本
的
意
味
が
、
言
葉
や
立
振
舞
い
に
お
け

る
「
威
儀
」「
優
美
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

真
の
宮
風
と
云
は
。
男
女
を
云
ず
。
大
宮
能
売
命
（
亦
名
天
宇
受
売
命
。）
の
風サ

マ

に
。
強
悍
猛
固
の
質
あ
り
て
。
ま
た
自
づ
か
ら
に
。
滑
稽
優
美
の
質
を
か
ね
ず
は
。

真
の
宮ミ

ヤ
ビ風
と
云
ふ
に
足
ら
ず
。（『
玉
た
す
き
』
七
、
全
集
第
六
巻
、
四
一
一
頁
）

又
然
る
べ
き
時
に
當
り
て
は
。
人
の
恥
じ
て
え
す
ま
じ
き
狂
言
を
も
憚
ら
ず
物
し

て
。
並
ゐ
る
人
を
と
よ
も
し
笑
わ
せ
。
親
子
。
夫
婦
。
兄
弟
。
朋
友
の
中
ら
ひ
も

睦
ま
し
く
。
和
や
か
な
る
が
真
の
み
や
び
の
大
凡
に
て
。
大
宮
能
売
命
は
。
其
趣

な
る
御
神
徳
の
。
奇
妙
に
す
ぐ
れ
給
へ
る
故
に
。
又
み
や
び
の
神
と
も
申
せ
り
。

（『
宮
比
神
御
伝
記
』
全
集
第
七
巻
、
三
七
一
〜
三
七
二
頁
）

　

篤
胤
に
お
い
て
は
、「
真
の
宮
風
（
み
や
ぶ
り
・
み
や
び
）」
と
は
、「
強
悍
猛
固
」
と

「
滑
稽
優
美
」
の
質
を
兼
ね
持
つ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。「
強
悍
猛
固
」
の
上
に
、「
滑

稽
」
と
「
優
美
」
と
い
う
、
一
般
的
に
は
つ
な
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
言
葉
を
、
篤
胤
は

く
、
女
々
し
く
な
り
も
て
来
し
な
り17

　

（
下
巻
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
「
武
く
勇
ま
し
」
く
「
雄
々
し
い
」
心
が
、
外
国

説
が
入
っ
て
「
女
々
し
く
」
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
出
定
笑
語
』
に
は
、「
こ
れ
よ
り
致
し
て
仏
法
ま
す
〳
〵
昌
ん
に
な
り
、
世
々
の
天

皇
命
に
も
恐
れ
な
が
ら
か
の
無
常
の
心
と
か
、
来
世
を
恐
る
ゝ
と
か
い
へ
る
女
々
し
き

大
御
心
の
御
出
来
遊
ば
さ
れ
て
、（
中
略
）
こ
れ
は
み
な
元
は
仏
の
道
と
漢
意
と
が
致

し
た
事
で
ご
ざ
る18

　

」
と
あ
り
、『
古
近
妖
魅
考
縁
起
』
に
も
、「
彼
ノ
仏
と
ふ
蕃
神
を
し
、

上
な
く
貴
き
物
と
め
で
敬
ひ
、
世
人
の
心
拙
く
女
々
し
く
ぞ
成
れ
り
け
る
」（
全
集
第

九
巻
、
六
八
頁
）
な
ど
と
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
男
性
」
性
を
中
心
と
し
た
篤
胤
の
人
間
観
は
、
人
間
の
本
質
を
「
女

性
」
性
に
お
い
て
捉
え
た
宣
長
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
篤
胤
に
お
け
る
「
男
性
」
性
の

重
視
が
、
幕
末
と
い
う
時
代
の
対
外
状
況
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ら
た

め
て
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う19

　

。

（
２
）「
み
や
び
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　

こ
の
よ
う
に
、
篤
胤
に
お
け
る
「
大
和
心
」
は
、
男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
捉
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
（
天
宇
受
売
命
）
の
捉
え
方
か
ら

は
、
篤
胤
の
ま
た
違
っ
た
側
面
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
篤
胤
は
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
を
、

オ
オ
ミ
ヤ
ノ
メ
ノ
ミ
コ
ト
（
大
宮
能
売
命
）、
さ
ら
に
は
ミ
ヤ
ビ
ノ
カ
ミ
（
宮
比
神
）

と
同
一
視
し
て
い
る20

　

。

　

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
に
つ
い
て
は
、『
古
語
拾
遺
』
の
「
天
鈿
女
命
、
古
語
天
乃
於
須
女
。

其
神
強
悍
猛
固
、
故
以
為
名
、
今
俗
強
女
謂
於
須
志
此
縁
也
」
と
い
う
注
を
、
宣
長
が

『
古
事
記
伝
』
で
引
用
し
て
お
り21

　

、
篤
胤
は
、『
古
史
伝
』
に
お
い
て
、
宣
長
を
引
用

し
つ
つ
、「
強コ

ハ
ク
タ
ケ
シ

悍
猛
固
」
と
い
う
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
特
質
を
説
明
す
る
（『
古
史
伝
』
十

一
、
全
集
第
二
巻
、
六
九
頁
）。

　

さ
ら
に
、『
宮
比
神
御
伝
記
』
で
は
、
天
岩
屋
戸
神
話
で
の
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
「
可

笑
し
く
物
狂
は
し
」
い
舞
踊
が
神
た
ち
を
笑
わ
せ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
怒
り
も
和
ら
げ
た

と
し
て
、
そ
の
「
戯
わ
ざ
」「
俳わ

ざ
を
き優
」
を
神
々
が
賞
賛
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
全
集
第
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ら
れ
て
い
る
。

　

思
想
全
体
と
し
て
は
「
男
性
」
性
を
中
心
と
し
た
篤
胤
で
あ
る
が
、
彼
の
「
み
や

び
」
の
捉
え
方
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
篤
胤
に
お
け
る
「
大
和
心
」
と
は
、「
強
悍
猛

固
」
だ
け
で
な
く
、「
滑
稽
優
美
」「
和
合
」
と
い
っ
た
要
素
も
含
み
、「
雄
々
し
き
大
丈

夫
魂
」
は
、
男
女
を
問
わ
ず
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

（
３
）
真
淵
か
ら
篤
胤
へ

　

女
神
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
を
通
し
て
あ
ら
わ
れ
た
人
間
観
の
特
徴
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
、

男
性
・
女
性
と
い
う
身
体
的
な
性
別
に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
篤
胤
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
国
学
者
た
ち
を
見
て
み
れ
ば
、
賀

茂
真
淵
や
本
居
宣
長
な
ど
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宣
長
が
「
女
々
し

さ
」
を
人
間
の
本
質
と
し
て
「
女
性
」
性
を
中
心
的
に
捉
え
た
の
に
対
し
、「
男
性
」

性
を
中
心
と
し
た
篤
胤
は
、
宣
長
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
が
、
真
淵
の
思
想
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
的
観
点
か
ら
、
篤
胤
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
る
。

　

賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
〜
一
七
六
九
年
）
に
お
け
る
「
ま
す
ら
を
ぶ
り
」
の
重
視
は

あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
真
淵
は
、『
邇に

ひ

ま

な

び

飛
麻
那
微
』22

に
お
い
て

「
大
和
の
国
は
丈
夫
国
に
し
て
、
古
へ
は
を
み
な
も
ま
す
ら
を
に
、
習
へ
り
」（
三
五

八
頁
）
と
述
べ
、
イ
ザ
ナ
ミ
や
ア
マ
テ
ラ
ス
な
ど
の
例
を
あ
げ
て
、「
ま
す
ら
を
」
的

な
女
性
た
ち
を
評
価
し
て
い
る
（
三
六
○
〜
三
六
一
頁
）。

　

さ
ら
に
真
淵
は
、「
高
き
中
に
み
や
び
あ
り
、
な
ほ
き
中
に
雄
々
し
き
心
は
あ
る
也
」

（『
邇
飛
麻
那
微
』、
三
五
八
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
、「
み
や
び
」
を
「
直
く
」「
雄
々
し
」

と
捉
え
、「
顕お

も
て

に
は
建
き
御み

い

づ
威
稜
を
も
て
、
内
に
は
寛
き
和な

ご
み

を
な
し
て
、
天
の
下
を

ま
つ
ろ
へ
ま
し
ゝ
か
ら
に
、
い
や
栄
に
さ
か
え
ま
し
」（
三
五
八
頁
）
と
述
べ
る
な
ど
、

「
顕
」
の
威
武
と
と
も
に
、「
内
」
に
は
「
寛
き
和
」
を
、
真
淵
は
捉
え
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
真
淵
の
考
え
方
と
同
様
の
傾
向
が
、
篤
胤
の
な
か
に
見
い
出
せ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
篤
胤
は
宣
長
の
後
継
者
で
は
な
く
、
真
淵
の
男
女

観
を
受
け
継
い
で
い
る
面
が
大
き
い
と
言
え
よ
う
。
従
来
、
篤
胤
は
宣
長
と
の
関
係
で

捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
点
か
ら
言
え
ば
、
真
淵
と
の
関
連

を
、
時
代
状
況
の
違
い
を
捉
え
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

並
列
さ
せ
、「
宮
風
」
の
意
味
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
君
臣
の
間
だ
け
で
な
く
、
親

子
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
と
い
っ
た
人
間
関
係
を
取
り
持
ち
和
ま
せ
る
性
質
を
こ
の
神

に
持
た
せ
、「
真
の
み
や
び
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
、
オ
オ
ミ
ヤ
ノ
メ
、
ミ
ヤ
ビ
ノ
カ
ミ
を
同
一
視
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
特
質
で
あ
る
「
強
悍
猛
固
」
及
び
「
滑
稽
」
と
、

オ
オ
ミ
ヤ
ノ
メ
の
「
和
合
」、
ミ
ヤ
ビ
ノ
カ
ミ
の
「
優
美
」「
愛
敬
」
が
結
び
つ
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
神
は
「
毎
朝
神
拝
詞
」
に
挙
げ
ら
れ
、
此
神
を
信
仰
し
祭
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
何
か
ら
何
ま
で
。
愛
敬
な
く
人
づ
き
な
く
て
は
成
就
せ
ざ
る
を
。
こ
の
神

を
信
ず
る
時
は
。
そ
の
中
を
と
り
持
て
和
合
せ
し
め
給
ふ
御
守
護
あ
り
」（『
宮
比
神
御

伝
記
』
全
集
第
七
巻
、
三
七
三
頁
）
な
ど
と
、
篤
胤
は
そ
の
利
益
を
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
神
の
「
御
有
趣
を
し
た
ひ
奉
り
て
」（『
宮
比
神
御
伝
記
』、
三
七
二

頁
）、「
此
心
ば
へ
を
推
て
。
親
に
事ツ

カ

へ
。
師
に
事
へ
。
兄
に
事
へ
。
友
に
交
は
り
。
弟

を
愛
し
。
妻
子
奴
婢
を
も
恵
み
な
む
は
。
能
く
宮
風
を
習
ふ
人
と
云
べ
し
」（『
玉
た
す

き
』
全
集
第
六
巻
、
四
○
九
〜
四
一
○
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
神
の
「
宮
風
を

習
」
う
こ
と
が
、
人
々
に
要
請
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
注
目
し
た
い
の
は
、
篤
胤
が
主
張
す
る
「
真
の
み

や
び
」
の
手
本
と
さ
れ
て
い
る
の
が
女
神
で
あ
り
、
そ
の
「
み
や
び
」
の
あ
り
方
が
男

女
と
も
に
理
想
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
篤
胤
は
「
み
や
び
」
を
語
る
な
か
で
、

「
男
女
に
よ
ら
ず
」「
男
女
を
云
ず
」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
女
神

の
あ
り
よ
う
を
、
男
女
を
問
わ
ず
、
人
間
と
し
て
の
理
想
像
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
強
悍
猛
固
」
が
男
性
に
の
み
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
優
美
」
や
「
愛

敬
」
が
女
性
に
の
み
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
が
男
女
と
も
に
要
請

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

篤
胤
が
「
大
和
心
」
を
「
雄
々
し
き
大
丈
夫
魂
」
と
し
て
、
男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
お

い
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、「
総
て
古
へ
ざ
ま
の
。
大

和
心
と
云
も
の
は
。
雅
び
や
か
に
小
せ
つ
か
ず
。
ど
ッ
し
り
と
心
を
平
和
に
し
て
。

空う
つ
け気
心
を
無
く
な
す
が
。
第
一
の
こ
と
で
御
座
る
」（『
伊
吹
於
呂
志
』
下
、
全
集
第
十

五
巻
、
一
五
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
大
和
心
」
に
お
い
て
も
「
み
や
び
」
が
捉
え
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て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
た
だ
し
、『
古
史
伝
』
の
こ
の
場
面
の
記
述
に
お
い
て
は
、

単
に
「
産
巣
日
大
神
」
と
あ
る
だ
け
で
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
が
男
女
二
神
で
あ
る
こ
と
に

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
根
源
神
で
あ
る
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
に
つ
い
て
は
、『
古
史
伝
』
に
お
い

て
、「
此
大
神
の
御
在
所
は
、
何
処
ぞ
と
云
に
、（
中
略
）
此
は
、
天
の
最
中
の
い
と
高

く
、
寂シ

ヅ
カ寞
に
し
て
動
き
徒ウ

ツ

ら
ざ
る
処
、
す
な
は
ち
謂
ゆ
る
北
辰
に
て
、
こ
れ
天
の
本モ

ト
ヅ
ナ綱

た
る
処
な
る
が
、
御
中
主
大
神
は
、
此
処
に
鎮
り
坐
せ
る
な
り
」（
全
集
第
一
巻
、
九

九
〜
一
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
の
い
る
「
天
真
中
」
と
は
、

北
極
星
の
位
置
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
性
別
に
つ
い
て
は
、『
古
史
伝
』
に
は
記

述
は
な
く
、「
女
男
の
御
徳
を
兼
有
ち
」（
一
二
三
頁
）
と
、
両
性
具
有
的
に
も
捉
え
ら

れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
篤
胤
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
伯
家
学
則
演
義
稿
』
に
は
、「
天

ア
マ
ツ
ク
ル
ヽ

枢
な
る

所
よ
り
、
天ア

マ
ツ
ソ
ラ■

の
、
左
旋
す
る
理
を
推
て
想
へ
ば
、
男
神
に
坐
こ
と
知
べ
し
」（
全
集
第

八
巻
、
三
○
七
頁
）
と
見
え
る
。
北
極
星
を
中
心
に
し
て
、
天
が
「
左
旋
」
し
て
い
る

こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
結
局
は
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
は
「
男
神
」
で
あ
る
と
、
篤
胤

は
捉
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

幽
界
の
主
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
も
、
根
源
神
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
も
男
神
と
さ
れ
る
。
篤

胤
の
「
顕
幽
論
」
全
体
を
貫
く
の
は
、
結
局
は
「
男
性
」
中
心
の
論
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

（
２
）
平
等
無
き
「
男
女
の
理
」

　

女
神
で
あ
る
「
宮
比
神
」
に
、「
強
悍
猛
固
」
と
「
滑
稽
優
美
」
と
い
う
性
質
が
捉

え
ら
れ
、
男
女
を
特
に
区
別
し
な
い
人
間
観
が
多
少
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、

当
時
の
一
般
社
会
に
、
流
動
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
篤
胤
を
支
配
し
て
い
た
の
は
、「
男
性
」

優
位
の
思
考
で
あ
っ
た
。

　

篤
胤
は
、
宮
比
神
の
あ
り
よ
う
を
「
習
う
」
べ
き
こ
と
を
説
く
中
で
、「
神
習
は
む

に
は
。
君
臣
の
道
は
更
に
も
云
は
ず
。
父
子
。
夫
婦
。
兄
弟
。
朋
友
の
道
。
は
た
自
づ

か
ら
に
具
は
り
て
。（
中
略
）
是
ぞ
則
人
の
真
の
道
に
は
有
け
る
」（『
玉
た
す
き
』
七
、

　

真
淵
・
宣
長
・
篤
胤
の
三
者
を
み
る
と
、
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
三
者
と

も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
身
体
的
性
別
と
必
ず
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
理
想
的
人
間
像
と
し
て
、
男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
男
性
に
の
み
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
女
性
に
の
み
付
属
す
る
の
で
は
な
い
。
江
戸
時
代

の
国
学
者
た
ち
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
は
確
実
に
存
在
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら

を
身
体
的
性
別
に
固
定
化
さ
せ
な
い
思
想
及
び
人
間
観
は
、
真
淵
や
宣
長
と
同
様
、
江

戸
後
期
の
篤
胤
に
お
い
て
も
ま
だ
失
わ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

４
．
篤
胤
の
「
男
性
」
性
優
位
の
思
考

（
１
）「
顕
幽
」
と
「
男
女
」

　
「
国
に
も
山
に
も
男
女
あ
り
」
と
述
べ
て
、「
陰
陽
」
を
「
男
女
」
に
置
き
換
え
た
篤

胤
だ
が
、
で
は
、「
男
女
」
と
「
顕
幽
」
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

篤
胤
の
「
古
道
大
元
顕
幽
分
属
図
」（
全
集
第
八
巻
、
七
五
頁
）
を
見
て
み
よ
う
。

ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
起
点
と
し
て
、「
顕
」
の
側
に
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
、
イ
ザ
ナ

キ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
、
皇
美
麻
命
が
置
か
れ
、「
幽
」
の
側
に
は
、
カ
ミ
ム
ス
ビ
、
イ
ザ

ナ
ミ
、
ス
サ
ノ
オ
、
大
国
主
命
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
図
で
、「
顕
幽
」
と
「
男
女
」
の
関
係
を
見
て
み
れ
ば
、
男
女
二
神
の
ム
ス
ビ

ノ
カ
ミ
の
働
き
を
背
景
と
し
て
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
男
女
神
は
、
国
土
や
神
々

を
生
成
す
る
。
続
く
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
は
、
男
女
の
ペ
ア
で
は
あ
る
が
、
日
神

の
女
神
・
ア
マ
テ
ラ
ス
が
「
顕
」
の
位
置
に
、
月
神
の
男
神
・
ス
サ
ノ
オ23

　

が
「
幽
」
に

位
置
付
け
ら
れ24

　

、
こ
こ
で
男
女
の
位
置
は
、
左
右
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
の
段
階
で
、「
大
国
主
命
」
が
「
幽
冥
事
」
を
司
り
、「
皇
美
麻
命
」
が
「
顕
明
事
」

を
司
る
と
さ
れ
る
。
皇
美
麻
で
あ
る
ニ
ニ
ギ
も
、
大
国
主
も
男
神
で
あ
り
、
こ
こ
で
男

女
の
ペ
ア
の
形
は
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。
篤
胤
は
、「
産
巣
日
大
神
の
勅オ

ホ
ミ
コ
ト命
以
て
、
大

国
主
神
に
治シ

ラ

せ
と
詔
へ
る
」（『
古
史
伝
』
二
十
三
、
全
集
第
三
巻
、
一
六
○
頁
）
と
述

べ
て
お
り
、
大
国
主
に
「
幽
界
」
の
統
治
を
命
じ
た
の
は
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
国
主
の
幽
界
支
配
に
、
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
の
力
を
働
か
せ
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の
「
対
等
」
性
・「
平
等
」
性
を
語
る
思
想
家
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
と
言
え

る
。

　

篤
胤
と
ま
さ
に
同
時
代
に
お
い
て
も
、
民
衆
宗
教
に
お
い
て
は
、
画
期
的
な
説
が

次
々
と
登
場
し
て
い
る
。
如
来
教
の
教
祖
・
喜
之
（
一
七
五
六
〜
一
八
二
六
年
）
は
、

両
性
具
有
観
に
も
と
づ
く
男
女
平
等
思
想
を
説
い
て
お
り
、
不
二
道
の
小
谷
三
志
（
一

七
六
六
〜
一
八
四
一
年
）
は
、
性
別
役
割
を
否
定
し
た
男
女
共
同
の
社
会
を
提
示
し
、

陰
陽
逆
転
の
思
想
な
ど
も
説
い
て
い
る
。

　

江
戸
後
期
に
お
い
て
も
、
既
成
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
思
想
が
存
在

す
る
余
地
が
ま
だ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
想
的
状
況
の
中
で
、
篤
胤
に
お

い
て
は
、
男
女
両
性
の
必
要
性
は
語
ら
れ
る
も
の
の
、
し
か
し
、
男
女
の
上
下
優
劣
観

は
明
ら
か
で
あ
り
、
男
尊
女
卑
の
上
で
の
ペ
ア
論
に
過
ぎ
な
い
。
両
者
の
平
等
性
・
対

等
性
は
全
く
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　

篤
胤
は
、
家
父
長
制
に
お
け
る
男
女
観
と
性
別
役
割
分
業
を
疑
う
こ
と
な
く
、
そ
れ

ら
を
神
話
の
中
に
読
み
込
み
、
そ
れ
を
現
実
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
の
根
拠
と
し
た

の
で
あ
る
。
篤
胤
の
思
想
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
庶
民
に
定
着
さ
せ
る
方
向
に
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

　

篤
胤
に
見
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
、
概
要
を
捉
え
て
き
た31

　

。
宣
長
が
、「
陰

陽
」
思
想
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
男
女
と
い
う
「
対
」
概
念
を
重
視
し
な
い
と
い
う
新

た
な
方
向
性
を
示
し
た
の
に
対
し
、
篤
胤
は
、「
男
女
一
対
」
を
基
本
に
す
る
神
道
系

の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
論
に
、
国
学
を
引
き
戻
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う

な
「
対
」
概
念
の
強
調
の
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
中
国
思
想
の
影
響
を
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
男
女
平
等
を
説
く
思
想
家
も
少
な
か
ら
ず
登
場

し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
し
か
し
、
篤
胤
は
、
男
尊
女
卑
観
と
性
別
役
割
分
業
を
、
神
話

解
釈
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
、
そ
れ
を
規
範
と
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
さ
ら
に
強

化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
篤
胤
に
お
い
て
も
、
身
体
的
性
別
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
結
び
つ

き
が
固
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
側
面
は
見
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、

全
集
第
六
巻
、
四
一
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
篤
胤
自
身
も

言
う
よ
う
に
、
儒
教
の
い
わ
ゆ
る
「
五
倫
の
道
」
で
あ
る
。

　

篤
胤
に
よ
れ
ば
、「
古
道
を
学
問
の
骨
髄
と
し
て
。
謂
ゆ
る
五
倫
の
道
の
教
な
ど
は
。

其
上
に
て
学
び
得
し
め
む
と
の
事
」（『
玉
た
す
き
』
七
、
四
一
三
頁
）
で
あ
り
、「
漢
籍

と
い
へ
ど
も
。
真
の
理
に
符カ

ナ

ひ
て
。
我
古
道
の
羽
翼
と
な
る
べ
き
物
は
。
強
て
も
読
習

は
し
め
む
と
為
る
な
り
」（
四
一
三
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
漢
意
」
に
否
定
的
な

立
場
に
あ
っ
た
篤
胤
で
あ
る
が
、
儒
教
の
「
五
倫
の
道
」
を
「
真
の
理
」
に
か
な
っ
た

も
の
と
し
て
、「
古
道
の
羽
翼
と
な
る
べ
き
物
」
と
肯
定
し
て
い
る25

　

。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
側
面
か
ら
見
た
篤
胤
の
特
徴
の
一
つ
は
、
確
か
に
男
女
と
い
う
ペ
ア

の
重
視
で
あ
っ
た
と
は
言
え
る
。
し
か
し
、
男
女
ペ
ア
論
の
主
張
自
体
は
、
篤
胤
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
す
で
に
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
は

「
陰
陽
」
で
捉
え
ら
れ
、「
陰
陽
和
合
」
が
語
ら
れ
て
き
た
。
篤
胤
の
特
徴
は
、
ム
ス

ビ
ノ
カ
ミ
を
男
女
神
と
し
て
捉
え
て
、
男
女
の
「
対
」
の
論
を
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ

ミ
ム
ス
ビ
の
段
階
に
ま
で
引
き
上
げ
、
そ
こ
に
性
別
分
業
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

思
想
史
を
た
ど
っ
て
み
れ
ば
、
陰
陽
説
に
基
づ
い
た
男
女
ペ
ア
重
視
の
論
は
、
し
ば

し
ば
登
場
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
先
ほ
ど
も
例

に
挙
げ
た
神
道
家
の
増
穂
残
口
は
、「
陰
陽
和
合
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
「
男
女
一
双
」

と
捉
え
、
さ
ら
に
は
、
神
道
の
立
場
か
ら
儒
教
や
仏
教
の
男
尊
女
卑
思
想
を
批
判
し
て
、

「
高
下
尊
卑
な
し26

　

」「
陰
陽
同
じ
く
う
や
ま
ふ
に
て
知
る
べ
し27

　

」
と
述
べ
る
な
ど
、「
陰

陽
平
等
」
を
主
張
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る28

　

。

　

残
口
と
同
様
に
、
神
道
の
立
場
か
ら
男
女
平
等
を
唱
え
た
江
戸
中
期
の
神
道
家
・

大お
お
が
つ
ら
み
ち

神
貫
道
（
山
口
日
向
）
は
、「
女
に
限
り
罪
深
き
と
ハ
何
事
な
る
そ
や29

　

」
と
、
女
人

罪
業
観
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
中
期
の
思
想
家
・
安
藤
昌
益
（
一
七
○
三
〜

一
七
六
二
年
）
は
、「
男
女
ハ
男
中
ニ
女
具
ハ
リ
、
女
中
ニ
男
具
ハ
リ
、
男
女
ニ
シ
テ
一

人30

　

」
と
、「
男
女
互
性
」
を
主
張
し
、
人
間
平
等
の
革
新
的
思
想
を
説
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
儒
教
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
確
実
に
拡
大
し
つ

つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
が
強
力
に
社
会
全
体
を
支
配
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

儒
教
や
仏
教
の
女
性
差
別
観
を
批
判
し
て
、
そ
れ
が
完
全
で
は
な
い
に
し
て
も
、
両
性
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注

１　

篤
胤
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
六

〜
一
九
八
一
年
）
に
よ
る
。

２　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
注
目
し
た
も
の
と
し
て
は
、
桑
原
恵
「
国
学
思
想
に
見
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
―
―
ケ
ガ
レ
と
ム
ス
ビ
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
叢
書
３
思
想
と
文

化
』
明
石
書
店
、
二
○
一
○
年
）。
ア
ン
・
ウ
ォ
ル
ソ
ー
ル
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら

分
析
す
る
平
田
篤
胤
の
思
想
」（『
現
代
思
想
』
一
二
月
臨
時
増
刊
号
、
第
五
一
巻

第
一
六
号
、
二
○
二
三
年
）
な
ど
。

３　
『
古
史
成
文
』
一
（
全
集
第
一
巻
、
十
九
頁
）、『
古
史
伝
』
一
（
全
集
第
一
巻
、

一
○
七
頁
）、『
古
史
徴
』
一
（
全
集
第
五
巻
、
二
七
頁
）
な
ど
。

４　
『
古
事
記
伝
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
）、
一
三
一
頁
。

５　
『
古
語
拾
遺
』（『
神
道
大
系
』
古
典
編
五
、
四
頁
）。

６　
『
古
事
記
伝
』『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
巻
、
四
六
頁
。
宣
長
は
、「
カ
ム
ロ
ギ
」
を

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
に
、「
カ
ム
ロ
ミ
」
を
ア
マ
テ
ラ
ス
に
あ
て
て
い
る
。

７　

宣
長
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
解
く
本
居
宣
長
―
―
仏
教
と
の
関
わ

り
に
注
目
し
て
」（『
未
来
哲
学
』
七
、
二
○
二
三
年
）。

８　

な
お
、『
霊
能
真
柱
』
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
「
神
事
の
中
の
顕ア

ラ
ハ
ゴ
ト事
を
掌
坐

し
」、
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
「
神
事
の
中
の
幽カ

ミ
ゴ
ト事
を
掌
坐
す
」
と
あ
り
、「
顕
事
」「
幽

事
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
（『
日
本
思
想
大
系
50
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
〉

一
八
頁
）。

９　

東
よ
り
子
氏
（「
平
田
篤
胤
の
神
典
解
釈
―
―
宇
宙
論
的
創
世
神
話
の
考
察
―
―
」

『
国
学
の
曼
陀
羅
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
○
一
六
年
）
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
の
「
外

ツ
事
」
は
、「
主
に
世
界
・
国
家
の
危
機
を
克
服
し
発
展
さ
せ
る
役
割
」
を
指
し
、

カ
ミ
ム
ス
ビ
は
、「
母
親
と
し
て
生
命
・
家
族
の
維
持
や
発
展
に
か
か
わ
る
こ
と

を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
主
た
る
「
内
ツ
事
」
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い

る
。

10　

宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
で
「
記
中
凡
て
御
祖
と
は
、
母
を
云
る
」
と
指
摘
し
て

い
た
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
四
三
五
頁
）。

11　

村
岡
典
嗣
「
平
田
篤
胤
の
神
学
に
於
け
る
耶
蘇
教
の
影
響
」（『
新
編
日
本
思
想
史

篤
胤
の
思
想
は
、
明
治
以
後
の
男
女
差
別
強
化
へ
と
続
く
思
想
的
流
れ
を
用
意
し
た
と

言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
篤
胤
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
対
し
て
、
篤
胤
門
下
の
六む

と
べ
よ
し
か

人
部
是
香
（
一
七

九
八
〜
一
八
六
四
年
）
を
見
て
み
る
と32

　

、
平
田
派
に
も
新
た
な
方
向
性
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
人
部
は
、『
顕
幽
順
考
論33

　

』
で
、「
夫
婦
の
間
に
採
り
て
は
、
男

は
尊
く
表
に
立
ち
、
女
は
卑
く
裏
を
守
る
べ
く
、
神
の
掟
さ
せ
給
ひ
つ
る
」（
二
○
一

頁
）
と
、
篤
胤
の
「
男
女
」
論
を
一
応
は
踏
襲
し
つ
つ
も
、「
抑
々
夫
婦
の
間
男
女
に

尊
卑
あ
る
に
は
あ
ら
ず
」（
二
○
一
頁
）「
夫
婦
の
間
は
、
一
向
に
一
体
と
思
ふ
べ
し
、

此
の
情
合
に
到
り
て
は
、
少
し
も
尊
卑
な
ど
の
隔
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
」（
二
○
二
頁
）

と
、「
夫
婦
」
を
「
一
体
」
と
し
て
「
尊
卑
」
を
否
定
し
て
お
り
、
男
女
の
「
平
等
」

性
の
主
張
が
見
ら
れ
る
。
六
人
部
に
お
い
て
は
、「
産
霊
」
が
人
毎
に
賦
与
さ
れ
る
と

い
う
「
同
等
」
性
の
思
想
に
基
づ
い
て
、
男
女
の
「
対
等
」
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
存
在
に
お
け
る
「
平
等
」
性
・「
対
等
」
性
の
論
は
、
篤
胤
に
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

近
世
は
、
儒
教
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
想
も
数
々
登
場
し
た
比
較
的
柔

軟
な
時
代
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
近
代
以
後
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

が
固
定
化
さ
れ
、
男
尊
女
卑
が
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
を

形
成
し
て
い
っ
た
思
想
的
な
背
景
と
し
て
、
篤
胤
の
影
響
力
は
、
平
田
派
の
諸
思
想
の

検
討
と
共
に
、
あ
ら
た
め
て
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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倫
」
の
「
夫
婦
有
別
」
の
解
釈
の
問
題
に
関
し
て
は
、
渡
辺
浩
「『
夫
婦
有
別
』

と
『
夫
婦
相
和
シ
』」（『
中
国
―
―
社
会
と
文
化
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、

渡
辺
浩
『
明
治
革
命
・
性
・
文
明
―
―
政
治
思
想
史
の
冒
険
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

26　
『
神
路
手
引
草
』（『
日
本
思
想
大
系
39
近
世
神
道
論 

前
期
国
学
』
岩
波
書
店
、
一

九
七
二
年
）。

27　
『
直
路
乃
常
世
草
』（『
神
道
大
系　

論
説
編
二
十
二　

増
穂
残
口
』
神
道
大
系
編

纂
会
、
一
九
八
〇
年
）。

28　

拙
稿
「
近
世
の
民
衆
的
思
想
家
に
お
け
る
性
別
観
念
―
―
増
穂
残
口
・
安
藤
昌

益
」（『
相
模
女
子
大
学
紀
要
』
八
四
、
二
〇
二
一
年
）。
拙
稿
「
近
世
神
道
思
想

に
お
け
る
性
別
意
識
―
―
増
穂
残
口
の
神
観
念
の
検
討
を
通
し
て
」（『
日
本
女
子

大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』
三
一
、
二
〇
二
一
年
）。

29　
『
神
国
女
訓
抄
』（『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
七
五
、
大
空
社
、
一
九
九
七
年
）。

30　
『
統
道
真
伝
』
三
（『
安
藤
昌
益
全
集
』
十
、
一
九
八
五
年
）、
九
一
頁
。

31　

今
回
は
、
篤
胤
の
顕
幽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
男
女
観
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
詳
細

に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
篤
胤
に
お
け
る
「
穢
れ
」
の
問
題
に
も

触
れ
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

32　

六
人
部
是
香
に
つ
い
て
は
、
末
木
文
美
士
『
近
世
思
想
と
仏
教
』（
法
蔵
館
、
二

○
二
三
年
）
参
照
。

33　
『
顕
幽
順
考
論
』（『
神
道
叢
書
』
第
三
巻
、
思
文
閣
、
一
九
七
一
年
）。

研
究
』
平
凡
社
、
二
○
○
四
年
。
初
出
は
、
一
九
二
○
年
。）

12　

海
老
澤
有
道
『
南
蛮
学
統
の
研
究　

近
代
日
本
文
化
の
系
譜
』（
創
文
社
、
一
九

五
八
年
）
な
ど
参
照
。

13　

さ
ら
に
『
本
教
外
篇
』
で
は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
を
「
我
等
が
本
生
の
大
父

母
神
」
と
し
て
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
・
カ
ミ
ム
ス
ビ
を
「
祖
父
母
神
」
と
も
表
現
し

て
い
る
（
六
頁
）。

14　

鈴
木
範
久
『
聖
書
の
日
本
語
』（
岩
波
書
店
、
二
○
○
六
年
）
な
ど
。

15　
『
日
本
思
想
大
系
50
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
三
二
頁
。『
古
史
伝
』
三
に

お
い
て
も
同
様
の
説
が
見
ら
れ
る
。

16　
「
大
和
心
」
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
正
二
『「
や
ま
と
だ
ま
し
い
」
の
文
化

史
』（
講
談
社
、
一
九
七
二
年
）。
伊
藤
聡
『
日
本
像
の
起
源
』（K

A
D
O
K
A
W
A
, 

二
○
二
一
年
）
な
ど
。

17　
『
日
本
思
想
大
系
50
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
八
一
頁
。

18　
『
日
本
思
想
闘
諍
史
料
』
第
八
巻
（
名
著
出
版
、
一
九
六
九
年
）、
一
四
四
頁
。

19　

松
本
三
之
助
氏
（『
国
学
政
治
思
想
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
二
年
）
は
、
時

代
状
況
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
人
間
像
に
は
「
篤
胤
の
武
士
気
質
が
背
景
と
な

っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

20　
『
古
史
成
文
』（
全
集
第
一
巻
、
四
〇
頁
）、『
古
史
伝
』
十
二
（
全
集
第
二
巻
、
一

○
六
頁
）
な
ど
。

21　
『
古
事
記
伝
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
）、
三
七
一
頁
。

22　
『
日
本
思
想
大
系
39
近
世
神
道
論 

前
期
国
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）。

23　

篤
胤
は
ス
サ
ノ
オ
を
月
神
と
同
一
視
し
て
い
る
。（『
古
史
伝
』
全
集
第
一
巻
、
三

四
四
頁
な
ど
。）

24　
『
古
道
大
元
顕
幽
分
属
図
説
』
で
、
篤
胤
は
「
天
照
大
御
神
は
、
天
都
日
を
知
し

看
て
、
伊
邪
那
岐
命
に
属
坐
し
、
須
佐
之
男
神
は
、
月
夜
見
を
知
し
看
て
、
伊
邪

那
美
命
に
属
坐
る
な
り
」（
全
集
第
八
巻
、
七
六
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。

25　

た
だ
し
、
篤
胤
に
お
い
て
も
、「
親
子
。
夫
婦
。
兄
弟
。
朋
友
の
中
ら
ひ
も
睦
ま

し
く
。
和
や
か
な
る
が
真
の
み
や
び
の
大
凡
」（『
宮
比
神
御
伝
記
』）
な
ど
と
あ

る
よ
う
に
、
人
間
関
係
の
「
睦
ま
し
く
」
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
五


